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究員（教育課程）となる。この公開研究授
業は、向山氏にとって、半年間の研究の集
大成でもあった。

配布された「社会科学習指導案・研究
経過資料」は、B4 用紙で 35 枚。B5 用紙
で換算すると 70 ページにも及び、後に「圧
巻指導案」と称されるようになる。
「圧巻指導案」は 4 部構成となっている。

A 指導案
B 実態調査と分析
C 研究授業の覚え書き
D 授業における教育課題

紙面の都合上、本冊子では「圧巻指導案」
の中から特に重要と思われるページを選ん
で掲載する。

当日の授業については、ｐ 40-41 の谷
和樹氏のレポートを参考にされたい。

谷和樹「向山洋一社会科授業『工
業地帯の分布』「本時」の展開を再
現する―児童の作文の分析からどこ
まで迫れるか―」
2009 向山実物資料 A57-12-01

なお、本冊子の解説は松﨑力氏である。

1980 年 11 月 6 日（木）、向山洋一氏は、
調布大塚小学校 5 年 3 組にて、「工業地域
の分布」の公開研究授業を行った。

今月の特典資料は、この研究授業の映像
と指導案である。

（１）向山授業映像 実物資料 VA- や -73
（２）学習指導案 実物資料 A57-02-01

　　　　　　　　　　　　　　 
1．幻の向山授業映像：５年社会科「工

業地域の分布」（5 分）

向山洋一氏の自宅から、オープンリール
の古い映像テープが見つかった。

最新の技術を用いて、その映像テープの
修復を試みた。

つなぎ合わせても、わずか 5 分程度。映
像・音声には乱れが随所に見受けられる。

だが、モニターに映し出されたのは、
1980 年 11 月 6 日に行われた 5 年社会科

「工業地域の分布」の授業であった。
「工業地域」の授業は「向山型社会」を
代表する実践の 1 つである。

向山氏の息づかいや、発問・指示のリズ
ムとテンポ、目線・・・。

新しい社会科授業を子どもたちとともに創
出しようとする向山氏の気概が伝わってくる。

2．圧巻指導案：５年社会科「工業地域
の分布」学習指導案

1980 年 4 月、向山氏は東京都の教育研

本資料について

特典映像はこちら

https://vimeo.com/898468180/d85aacc5ea
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向山洋一氏は、次世代を担う若い先生方のために、20 万点をを超えるさまざまな実物資

料を残した。これらの一部を、メルマガ「谷和樹の教育新宝島」の特典資料として、会員

限定で公開する。

●向山洋一の教育資料を解説付きＰＤＦ冊子にして毎月一回配信（30 ページ前後）　

●向山洋一の未公開映像・音声を年６回以上配信（不定）
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● 5 年社会科「工業地域の分布」学習指導案 1980.11.6　向山実物資料 A57-02-01
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谷和樹「向山洋一 社会科授業『工業地帯の分布』「本時」の展開を再現する
―児童の作文の分析からどこまで迫れるか―」2009 　向山実物資料 A57-12-01
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「大切なところ」でも大きすぎる。基
礎基本中の基礎基本

という言葉である。本小単元において、
子供たちに必ず身に付けさせたい最重要内
容ということが分かる。だからこそ「系統化・
構造化」「多様な価値観」「一般化」「方向
目標・到達目標」という４つの視点で、さ
らに分析を加えているところも興味深い。
研究とはここまで極めるのだという気概を教
えてくれる。

本授業で採用された学習方法は、川喜田
二郎氏が情報を整理するためにカードを用
いた「Ｋ・Ｊ法」である。採用した理由として、

「学習意欲を持たせ発表しやすくする」「情
報確認の自主的学習までシステム化できる」
という利点を挙げている。加えて「～であ
れば工業地域である」という自分の体験を
基にした仮説をカードに記述し、それを分
類し、同意見等をグループ化して整理する
こともできる。最近は１人１台端末を活用
して、意見の共有化を図る実践が行われる
が、40 年前に同様の授業を実践していた
のである。

2．圧倒的な量と綿密な分析に驚く「Ｂ 
実態と分析」

Ｂには子どもの実態を捉えた調査表があ
るが、まずはその綿密さに圧倒されるであ
ろう。内容は「資料活用の基礎的能力」「自
己学習の基礎的能力」「仮説化の能力」と
いずれも社会科における極めて重要な学習

松 﨑   力

解 説

1．見どころが満載の「Ａ 指導案」

昭和 55 年の東京都教育研究員として発
表された社会の指導案は、ＡからＤの４部
構成で 35 ページにもなる厚さである。質・
量とも、誰もが圧倒される内容で「圧巻指
導案」と呼ばれた。

Ａは、小単元「工業地帯の分布」（８時
間扱い）の指導案である。特筆すべきは、
使用される言葉の定義である。我々が無意
識に使いがちな「学習内容」「教材」「学習」
等の言葉それぞれを定義している。この指
導案を手にする教師たちは、全て異なった
経験を持っている。例えば「教材」という
言葉を聞けば、ある者はプリントといった実
物を思い浮かべるかもしれないが、ここでは

「授業はあるものを媒介して行われる。そ
れを『教材』とする」とし、教師が準備し
たものに限らず、黒板に書かれた計算式も
教材と定義付けている。この他に、「基礎」

「仮説化の能力」等、各項目の冒頭で必
ず定義付けがある。この徹底ぶりに驚かさ
れる。

更に「ぎりぎりの学習内容」という言葉
が目を引く。多くの場所で行われる授業検
討会にて、「基礎基本を大切にする」とい
う言葉は頻繁に使われている。しかし、「ぎ
りぎり」という言葉は、「基礎基本」とはど
う違うのか。今から 20 数年以上前、圧巻
指導案を使用してのセミナーが行われた。
そのとき私が持ち込んだ圧巻指導案の「ぎ
りぎりの教育内容」の部分には、当時、向
山洋一氏が話された言葉が朱書きされてい
る。それは、
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技能を取り上げている。しかも、ただ表を
示して終わりではなく、そこから児童の実態
を細かく分析している。この実態分析が基
になって、「ぎりぎりの学習内容」を判断し、
さらに単元を構成して本時へ流れていく。
実態を調査するためにこれほどの内容を網
羅し、しかも数値で学級の実態を分析する
ということに挑戦した教師は、ほぼいない
のではなかろうか。私はそこまで全く至って
いない。

3．向山氏の思考過程が読み取れる「Ｃ 
研究授業の覚書」

本研究が発表されたのが 11 月６日であ
る。そこに至るまでの向山氏の思考の流れ
を読み取れる覚書は、大変貴重である。１
枚目の９月 17 日分には、中央上部に「テー
マ…楽しく生き生きとした授業」とあり、そ
の下に「研究の視点…狭く限定して、深く
鋭く」という基本方針が掲げられている。
次いで書かれているのが、「絶対に教育し
なければならないというぎりぎりの教育内容
とは何か」である。テーマからの流れで「ぎ
りぎりの教育内容」が明記されていること
から、本研究の出発点だと分かる。

骨太の実践には、先行研究を分析するこ
とは不可欠である。昭和 43 年度の教育研
究部員（社会科）と昭和 52 年の都社研女
子部の研究収録を批判的に分析している。
そこから、工業地帯の学習においては「記
号資料（言葉）」と「体験」の両面からの
アプローチが必要なことを見抜き、体験（内

部情報）の再構築が必須とし、Ｋ・Ｊ法に
至っている。そういった向山氏の思考の流
れがよく分かり、大変興味深い。

4．向山氏の先見の明に驚く「D 授業に
おける教育課題」

ここに示された全体構造的な文書は何だ
ろうか、という疑問から読み取ってみた。
１枚目は向山氏の他に「福田案」や「上
村意見（6/30）と、基本的に同じ」、「福田、
分散すると思う」の表記があり、おそらく研
究会で話し合われたことをまとめた内容か
と推測される。多くの意見が出され「基礎・
基本」「個別化」「学習不振児」等の内容
を個別に検討することになったであろう。

これらの中で、特に驚くのが「学習不振
児」である。一般的特徴の中に「学習状態
の不十分性」「能力に劣る」「性格の未分化」

「社会性の未分化」「基本的生活習慣・態
度の不十分」の５つを挙げ、６つ目に「不
適応現象（劣等感、非協調性、非活動的、
過敏性、衝動的）」を示している。これは
言うまでもなくADHD 児や ASD 児を指し、
過敏性は HSPを指している。その背景には、

『齋藤喜博を追って』で記された「ぼく死
にたいんだ－情緒障害」に登場した男児へ
の取り組みがあることが推測される。それ
にしても、今でこそ特別支援教育として教
育界に定着しているこれらの問題に対して、
40 年以上も前から認識し、しかも指導法の
研究まで行ってきているのである。その先
見の明には驚かされるばかりである。
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特典映像

https://vimeo.com/898468180/d85aacc5ea
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